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年表

昭和時代

和昭 昭和 和昭 年

三 二 。号
九九 九 西
四四 四 暦
七六 五

四一十月 七 四十 十十 十十九八

る食• さ知月月県第続満月 でI 火月二第月 らが二宰月 大月 る月串月自旦台月十九月 郷
＾塩れ事内二い州る 一の， 手中野 木 局年 日土
二不る ．の 羹地 てか 次 闊げ • 原 野 ‘の
三足 市学台 ら 農 華飛台風>動
の町校湾の 地に南行風団に き
年ごた 村で改•初 改が入か場 でがよ
ろめ 長ミ革上の 国革続港ら跡 国各り軍政

まi ＾ルが海 贔げ 分がくし復地 分地国航治
で 県ク始か 地始 ‘員が地に分空
- 議給まら 方ま 以軍! 方で地隊経

・食るも船 もる 後人 がき方が済
市が入 降 中・ 再るも解

― 町始港， 灰 国民とび大隊社
帯村ます で 大間し大きす会

で議る る ! 陸人て き なる
塩- ヘ ・嵐げ許な 誓 文
た選入 可 化
き挙 港に 南方さ被害が-
がが す被 方第れをで
は実 る害 面ーる受る
や施 ゜がか船け

九九 九 西
四四 四 暦
七六 五

十五五四四 十四 一 十八八
一月月月月 月月月 二月 月

さ且喜日実六が衆教 が! 創 地公 が は＇ す連 しポ 中
れ本施・行 ・育公 i 法 職 公る合 太ッ 央
る憲国三わ基布 追 布 国 ダ

i 法 制のれる 参議i 定 FL I 放^ れさ員 軍が芯， 宣ム の
施義議院 る公施Tl る選日 言 動
行務員 布行 挙本
がさ教のさ ささ 改に終をき
制れ育選れ 置れれ 正進 わ受
定るを挙る 法るる 法駐 る諾
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年表

昭 和 時 代

靡 昭 闘 閏和

/＇ ¥ 五 四 ＝ 

九 九 九 九
五 五 四 四

゜
九 }¥ 

七 ーノ」‘ 四 四 四 ノ，‘― 八五
月 月 月 月 月・ • 月月 • 月月 月 月月

第に自行統函国
霧村島分国る分国 日敷根保育園 国分分国各かひ認可分国認可学制改革 自

一統合治Iわ 一 分れ地印西 町 町本専売公 たた村町りさ町他さ 体警察治
[委 さ る方冗lヽ か子供 ばばにれれ

れ選r 胃 ら豚 出 ここ 警 保育る三るに
るの挙小 分セ

米社国が販売商業悶 防園
か よの

員国＾ 村 村リ 県開 団が 町 り国
会分市 小 し市 下分出園協 に発足 り『委員の 警察町 村長町 ・

‘が
ー す讐同 代

羹誓
番乗所張る 設をわるする 翌:塁選署 ・ 小貪 国

月る
りと と立消

i ! 
挙 は 市 胃 ‘改 称改す防 贋塁が

i 
町 発 感称 る団

ィ,丁-

且会
足 謝す す‘が

月わ が す
羹る る和昭できれ

甕 る
る 区 贋 が 二る

喜
す 開 /＇ ¥ と と

ー`＇ る か 年 し し
署 が れ に て て

九 九 九 九
五 五 四 四

゜
九 八

骨 八六 四 四 四
• 月月 月 月 ． ． 月 月

サ さた 警察 朝鮮悶 る公さド廃止 さ日 る地 る新!生国ン れば 職れツれ本嘉 方 委民
フ るこ予畠 選るジさ‘

財政 制員度 健康ラ 配 挙 ・れ家自
ン 給誓 が法ラる公
シ が起 が イ 製塩社法 法が 学校が保険讐
ス でこ施ン 施 がで
コ がきる 行 が 制が 行発き

胃 廃る さ
塁 度施 さ 足る ・

止 れ は行 れ す 民
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年表

昭和時代

昭和 和昭 昭和和昭和昭 年

〇 -九 -八 -七 —六 方にコ

九 ， 九 九九九 西
五 五 五五五 暦
五 四 二

ニニニニ ニ 六六五五 四二 十八四四三十十十十
月月月月 月 月月月月 月月 二月月月月ニー一月

ll ! 国市章i 日 る 自i 国東国生す分国分国^ 亀月向浄東△国I I ! 月分月国豊月日ルl 郷土
分ヰ：がI 1:/ 』察 分町分る町>I ノ原I ， 彙 >線スの繭決 町村・ 学小 に台動
防まに 園長と 校 ＾ 急風き
が団る石 をがに敷 塁 塁甲 のが園湊がが 行に＾
発が塚 廃開石根村 校開が小開開民列よ政
足発彦 止園 誓村 ・ 庭園開 ・園園館車り治
す足 ー る しす がi かす園上すすがが国
るす が ‘る一国 らるす川るる竣走分経
る就 鹿が分 始鉄る小 工る地済
任 児当町 ま剣 誓 す方
す島選と るや るも社
る 県す合合 土 - 大会

警+ る併併器が き
部平 すし が 発足 な文化
が る分国 土出 す 被害-

発 町する が
足がる で
す誕 る

九 九九九 西
五 五五五 暦
五 四--

四 七ニ
月 月月 ・

中
国 す釦防 ま N 民 条

健民康 る四庁・」 る HテK 航空間 約に 央の

保険 衛自 レビが 胃す 動

事 隊 放悶る
業 が送すき
が 発がる
発 足始

854 



年表

昭 和 時 代

悶 昭 昭 昭
租 和 租

＝ 

九 九 九
五 五 五
八 七 ノ＇‘ 

十 九六六 一十十五四 四十 十
十月 七月 六月月 ． 月月月 月 月 月月月 月一

第月 月月

市五た 地上国国業協東軍 二 巾新庁含 入＾足発分国中国鉄す陸〇国勢調分小国鉄国
立年ば一区水分分市消 国久代市 位ー電実質良ロ る上人
図まこ市回-道給水 /II 組合同分保育菌 す バ 衛自 バ
館書で耕作地 原 と長 る＾ス 査唄ス
-民 ・ にが所ー国が ががが
が 体 が木原部本防と敷根が中竣が言 分中国 隊鹿 施実決国
発の育始 しの開馬エ竣 一 分屋 ま分

足 減大 ま簡易＾て，漁業 園猪す工尻 ・駅 よ さる駅
す 会る す之るす 清・りれ・
る 反措が ＾郵便常設発足 る吉 るg 水 /II 移駐 る・郡
置開敷根 -す が 中原 ‘国田

がか 局がる 就 ・問し国裔分i間
講ぜれ ・が発足 任 東襲 の ‘ の
る下開がす 運行 国 運
ら 井局す併合ヽ る 山中 駐分人行
れ・する を口を
る瀬広る が始屯 三 始
＾ 国 統合 め地五がめ
昭・ 分塁 るが‘でる
和 福島 - 発足 四き
三 が八る

九
五
....L. ノ‘

十． 
月

さ葉決日 足
れたま本 す
るばるの る
'---~ 国

嘉I 法
が

施ィ丁
入
が

855 



年表

昭 和 時 代

悶
昭

悶 靡年和

七 五 四 号

九 九 九 九
西

ノ＇‘ /＇ ¥ 五 五
暦

゜
九 八

七六 十 十十月 九六 九 十十八七四三
月月 月月月 月 ー一月月月月

月

国鉄分東月国月国分姶良宇都学校法 国鉄便局-東国分市老 める 鉄国一人勢悶国代三市分日匡分儡 ’ に人バ 郷 バ郵便分郵便 地に バ の
統合 ・ ク ス 長 ス局郵胃 区塵人ス 動
清水ラ が が r'-← 貞エ がに 局た芥胃 坂が き

す プ 瀬広 施実古 会 国統合 がば 元国
る雷が 江をが

分駅 す敷根・国有耕作讐こ 場学認園分駅麿発 ・ さ正発足
局足 上 れがイ発T ・るにが・
のす小る就す 上 便郵な 竣可上 喜受る 川 ゜任する 小 るエさ之
け ・ 篇国す る /II 局 がすれ段 ． 
持ち 唐仁 る 間 の 設るる間

悶の 電 M＇ の

喜 町 人 運

I 事
さ 運 ． 

間 ロ 行 れ 行 斎区 の ＝ を る を
を 運 四 始 始

ヽ

国 行
ヽ

め 務 め
分 を る を る
郵 始 九 国

九 九 九
西

ノ＇‘ /＇ ¥ 五
暦

゜
九

ノ＇‘ /＇ ¥ 九四 四
月 月 月月 月 月

中

＇ 
調印日 9こ伊勢喜国と皇るメ
米新安大 民年金 の太 l 央

基 さき ご子ト

含 れな 成婚殿ル の
る全被害風制度 下 法

が
保Iでとが 動

で
がで部地中がで 美智 施実き き

る るき子さ
が 方る 様 れ
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年

昭
和
四

九
ノ＇‘ 
/＇ ¥ 

九月市青年団連絡協議会が発足する

857 

表

五月国分・隼人組合立し尿処理場が操業を始める

六月国道十号亀割バイパスが開通する

で開催される

昭 和

昭
和
四

九
-ノ』—‘・ 

ノ＇‘ 

四月NHK第一回「ふるさとの歌まつり」が国分市

二月清水・東襲山・敷根・国分農協が合併する

十一月市民憲章と市歌が決まる

第一号）

十月中野織布産業（株）が操業を始める（誘致企業

十月上井簡易郵便局が開局する

十月国勢調査が実施される。国分市人口三一、二四

九人

昭
和
四

九゚
ノ＇‘ 
五

十月四代市長に川崎志が就任する

七月国分家畜市場が落成する

九
ノ＇‘ 
五

ノ＇‘ 
月

時

建立する

1 
る日催東京

韓基れさ オ

本約条 る ンピリ

が ツ

胃 クが
れ 開

八月「特攻機発進の地」の碑を国分自衛隊正門前に

胃
九

九
/， ¥ 

四

三月国分市外三町宇都火葬場組合が発足する

二月国分市・隼人町し尿組合発足する

九
ノ＇‘ 
四

七
月

i 
本
法
を
施
行
す
る

代

六年には事業を休止する）

・敷根海岸沖で真珠貝の養殖が行われる（昭和四

二月向花・上小川・郡田・福島の簡易郵便局が開局

する

和昭 和昭

八七

九九
-L  ノヽ -L  ノ‘

一月豪雪のため農作物に甚大な被害がでる

十月下井簡易郵便局が開局する



・府中・湊のほ場整備、用排水路の一部が完成す

る

十月道義高揚都市を宣言する

十二月国分駅が改築される
昭

八月「はんぎり出し」がNHKテレビで全国放送さ

れる

七月下井海岸に観光センターが建設される

六＼七月集中豪雨で被害甚大、市に災害救助法が適用

される

和

昭
和
四
四

九
/， ¥ 

九
四月国分市・隼人町消防組合ができる

六月市農協と東国分農協が合併する

九
/＇ ¥ 
九

位国

なると 総民生

産
が

農
第

する

・府中のほ場整備事業、野口排水路の一部が完成

時

四月九州学院大学（国分市）が開校する

・農業基盤整備事業が始まる

靡
四

九

ノ＇‘ 
/¥ 

四月国分南中（敷根中・東国分中統合）が発足する

（昭和四五年四月実質統合）

九
--'--ノ‘
/¥ 

ノ＇‘ 
月

喜羹
法汚
が染
公防
布止
さ法
れ ・

る胃

代

•鹿児島県畜産試験場（牧之原）と改称する・農業構造改善事業が認可される
九月国分電報電話局が開局する。電話の自動化が始

まる

年

昭
和
四

九
ノ＇‘ 
七

七月市民会館が落成する

九
...L. ノ‘
七

/¥ 
月

る公
害

乱
基

靡
が
で
き

表

悶年
一四 方ロ

九 西
ノ，‘暦
ノ，‘ 

十月五代市長に林昌治が就任する（昭和四五•四九再選）
郷土の動き（政治・経済・社会・文化）

西暦

中

央

の

動

き

858 



年 表

昭 和 時 代

閏 闘 悶
四 四 四
七 ...L.. ノ‘ 五

九 九 九
七 七 七

゜四月
九
州
学
院
大
学
付
属
幼
稚
園
が
開
園
す
る

四
月
市
移
動
図
書
館
が
始
ま
る

四
月
国
分
北
小
（
清
水
小
・
郡
山
小

・
東
襲
山
小
統
合
）
が

発
足
す
る
（
昭
和
四
七
年
実
質
統
合
）

四
月
国
分
市
外
＿
―
-
町
ご
み
処
理
施
設
組
合
が
発
足
す
る

五
月
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

五

月

国

分

市

・
隼
人
町
消
防
組
合
の
消
防
本
部
庁
舎
が
落
成

す
る

・

全
国
和
牛
共
進
会
で
国
分
和
牛
が
優
勝
す
る

•

野
ロ
・

広
瀬
の
ほ
場
整
備
、
用
排
水
路
が
完
成
す
る

十
月
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
る
。
国
分
市
人
ロ
ニ
九
、
七
ニ

九
人

十
月
水
戸
川
防
潮
樋
門
が
完
成
す
る

十
一
月
岐
阜
県
海
津
町
と
国
分
市
が
姉
妹
都
市
盟
約
を
結
ぶ

二
月
姶
良
郡
家
畜
市
場
が
完
成
す
る

四
月
国
分
南
中
と
川
原
中
・
平
山
中
が
統
合
す
る

四
月
国
分
幼
稚
園
が
開
園
す
る

四
月
国
分
市
・
隼
人
町
消
防
組
合
に
霧
島
町
が
加
入
す
る

五
月
市
文
化
協
会
が
発
足
す
る

九

月

国

分

・
霧
島
・
隼
人

・
福
山
四
組
合
が
統
合
し
姶
良
東

部
森
林
組
合
と
な
る

•
福

島

・
上
小
川
ほ
場
整
備
、
一
部
排
水
路
が
完
成
す
る

月
国
分
土
地
改
良
区
が
合
併
す
る

月
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
が
開
園
す
る

一
九
七

二
月
札
幌
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
る
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胃
四
九

九
七
四

四月国分市外四町消防組合から国分地区消防組合と •松木・小村（広瀬）ほ場整備、用水路の一部が完成する

十二月国分運動公園の工事に着手する

十二月舞鶴園がオープンする

昭

十一月名波簡易郵便局が開局する

四月国分市外三町消防組合に福山町が加入する

八月『国分郷土誌』が発刊される

和

悶
四
八

九
七

一月第一回「成人の日」記念マラソン大会開かれる

三月図書館・勤労青少年ホームが完成する

九
七

す石

る[

で

喜
が

旦

時

了）

・ほ場整備事業の継続が決まる（昭和五三年完

十月国分市外二町消防組合に牧圏町が加入する

十月京都セラミックが操業を始める

レスリングの会場となる

十月農業共済組合が合併する

九月鹿児島で太陽国体が開かれる。国分市は馬術・

九
月

る＾第太 —
陽―
国 七
体 回
-国
が 民

開体育

かれ 大会

代

四月新鹿児島空港が溝辺町にオープンする

九月国鉄大隅線が全線開通する

口に置く

年

四月国分地方たばこ耕作組合の新事務所を国分市野

四月地籍調査事業・住居表示事業が始まる

表

靡年
四 号
七

九 西

世暦

郷土の動き（政治・経済・社会・文化）

四月市の木が「クロガネモチ」と決まる

九 西

世暦

五
月
中

旦央
が
日 の
本
に 動

悶き
す
る

860 



年表

昭 和 時 代

開 開 悶
五 五 四

゜
九

九 九 九
七 七 七
/＇ ¥ 五 四

二十 1 四四四 四ニー 十月 五五
月一 月月月 月月月 月 ． • 月月
月

舞 九〇勢調査国設九国市童児市立合小国分南小 市制施 城す市 ーた漁国国ソ国名称
鶴州縦貫自人 が月分 ~統 山るで九ば業協組合同分市分郵便 二分地城 完成 テ運公合 公老をこ l を
の 二動体育館 民 - 行園 人導葉 と 国区y+ 変更
がすス公館が＾二の 入の隼局分'-

屎動車 施実る場園 が 、発敷根十工 福祉電す在来種 人がセみす
．がが館開 足 周事 る と町新築 ミ処る

L門 道 さ 十設開完成 す 小年に 話 しの コ理

‘の れ 二 す ．の 着手 五 をて悶漁業協同さン組合敷根橘溝 る 月さする る 下井記念式 〇 廃発 れダ
木辺 ゜陸れる ＾ 昭 す台 止足るク
城•国上る 和小るをしす タ
加分市競技゜ ・典 設 ‘る l清掃

内ァ木治、 翌 五上が 置黄 が
le. 人場年 ―之行 し 色が操業 工
ぁ間口に三 年段わ ‘種合併 場
つが三ナ月 四小れ 事業 コ をが
た開ーイ野 月 ・ る l し始完成
→ 通‘夕球 実盆国 を力‘め
供す六 l場 質 始開 l 錦るす
養る六施 ・ 統 三江る

九
七
五

七
月

れる＇ 沖
! 
が
開
か
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年表

昭 和 時 代

閏 胃 開 開 年

五 五 五 五 芍に
五 四

九 九 九 九
西

八 七 七 七
暦

゜
九 }¥ 七

四 五三二—+ 九 五三
月 月 ・ • 月月月月二 月 月月 ． 月月

粗大-・ 六磯完成フ郷愛県内 生月名一六開城国度城マクつ総合i す塔 郷
府中地平遊歩道 ィ土の 活誉市年代市長 （山分-山ノロ る只 土
'- す l館の ・ 公西のキ の
み~集会区 るルが幼閑稚電話改善民平成 園保育甜 発掘 L ガネ 毘呂 動
．が ド館開 セににが を き
危険で所が ・ 園がン林昌二谷 開園 調査市モチが 神社

＾ 麿き 完成 アすが完全i化 タ ・ロ が の 完成
物処る襲^東 スる開園 l治六義 さ開園 が文悶• の
すレ ＾決年ーれ 行化す→

理山るチす新ま再が ‘すわ財 ．る忍 経
施設 ・ ツる町る選就第るれ,'-~; L 済
姫 ク さ . ~ 任ー る指定
が城 公 れ野 す回 ＾ 市を 墓完成 ・ 園 る口 る国 昭す‘
上 ~ ~ ~ 分墨 和る黒 の
す井児童 が昭 五石文 文
る・ で和 二の化 化ヽ
湊の き五ま s -, 財
． 林＊ る 七 つ 五 オ に

盃
~ ． り ガ 指
が ノ＇‘ を 年 夕 定

九 九 九
西

八 七 七
暦

゜
九 八

/， ¥ /¥ 五
． 月 月 月

中
日 る首東京 れ日す新悶
本

脳会サ る平中る 央
の
自 談ミ 和 国 の

! 
~ ツ

胄 際が ト ＝ ク 動

催開 ＾ 先
が 港
締 が き

生 さ進 結 開
産 れ国 さ 港
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年
十二月姶良東部地方卸売市場管理組合が設置される

八月亀ノ甲遺跡出土の「三累環頭大刀」と日枝神社

の「青葉の竹」が市の文化財に指定される
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表

昭

閏
五
八

九
八

七月国道十号国分・隼人バイパス案が決まる •太陽エネルギー灯が市内五か所に設置される四月市弓道場が完成する

九
八

/＇ ¥ 

月

選初
挙め
がて

行［ 参胃
る 比例

貸

•国分海浜公園の工事に着手する
となる

和

七月国鉄バスが国分駅・城山公園間の運行を始める

八月全国高校総体、国分市はサッカーと剣道の会場

七月県下初の「厄年健康診断」が実施される

九
/¥ 

七
月

る割分力！第— 
・国次臨
民鉄

営化 など行時

答を 三公政調

申社査
すの会

昭
和
五
七

九
八

二月国分隼人公共下水道連絡協議会が発足する

三月市武道館が完成する

・市税収が二0億円を突破する

時

四月木原小と本戸小が統合される 三月五地区集会所（川原・塚脇・上之段・広瀬•清水）ができる

開
五
/＇ ¥ 

九
}¥ 

二月第十五回県林業祭が国分市で開催される

三月保健センターが落成する

代

三三人

十月国勢調査が実施される。国分市の人口三五、四

九月第三四回県民体育大会が国分市を中心に開かれ

る

昭
和
五
五

九
八

゜

七月「国分市民ラジオ体操の集い」がNHKで全国

放送される

世界 台数

ーが
と一
な千

る 万台

を
超
え



年表

昭和時代

和昭和昭 和昭 和昭 年

ハ『-ハ ハ『 五ュ
ニー 0 九勺

九九 九 九 西
八八 八 八 暦
七六 五 四

・十ニ四月 三月三月三月四月・ ・ 十ニ 十月七月 三月二月 十九＼六月 五月四月 月＝ 

シ鹿月 障の敷働国I ， 県る知月 三国国国国 月上察昭学受国郷
ル児害水根く鉄 営 1島ヌ 一勢 分分 に和校け分土
バ島者戸海婦大 ほ の人調分海市市れ妻城井 な天法る． の
l県専川域人隅 福場 噴 査浜ー制る山跡る皇人 隼動
人工用河にの線祉祉整 火 が公般三 元に ， 人き
材業体口国家が体作備 年 実園会十遺南 全 テ
セ技育に分が廃育業事 間 施が計周跡公 国 ク政
ン術館船漁完止館所業 四 さ開予年 ＾園 ! 園 ノ治
タセが溜港成さががが 一 れ設算の夕が が ポ
lン完まがすれ完完完 八 るさが式 日で 認 リ経
が夕成り完るる成成了 回 ゜れ一典がき に可 ス済
設 lす施成 すすすで国る 0が丘る ごさ地・
立がる設す るるる ‘分 0行- 臨れ域社
さ開もる 年市億わの 席る開会
れ設完゜ 間の円れ発 ‘ 発・
るさ成同 記人をる掘 国 計文
れすじ 録口超調分画化
るるこ を四す査市の-

ろ 更 0 がを承
広 新‘行ご認
瀬 す九 わ視を

九 九 西

八 八 暦
五 四

八六
月月 月

中
す群日が旦 ・七の日
る馬! 開 七四長本央

か 八・寿が

i れ万 歳二国男の
ジる門 歳ヽ と女
ヤ なと動
山ン ＜ 女るも
にボ ば 子゜世き
墜機公 七男界
落が L... 九子一
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年 表

平 成 時 代 i昭和時代

孟 孟 悶 平 i 胃成！
-L  ノ‘

四 一，

一，

九 九 九 九 ： 九
九 九 九 八 ： 八

゜
九： 八

四 ―― 十月 六五八七 四三□＼五四四四
月月 月・月月月 月月月月 月月：月月月月月

「
高
座
神
社
の
社
叢
」
が
県
指
定
文
化
財
と
な
る

鹿
児
島
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
が
発
足
し
た
こ
と
に
よ

り
、
鹿
児
島
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
国
分
支
所
と
改
称
す

る上
野
原
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
工
場
が
進
出
し
は
じ
め
る

国
分
隼
人
下
水
道
組
合
が
発
足
す
る

国
分
共
同
斎
場
が
完
成
し
業
務
を
開
始
す
る

「
塚
脇
学
園
」
が
で
き
る

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
る
。
国
分
市
の
人
口
四
六
、
五

五
七
人

地
籍
調
査
事
業
が
完
了
す
る

失
業
対
策
事
業
が
終
了
す
る

台
明
寺
渓
谷
公
園
が
完
成
す
る

市
役
所
職
員
の
四
週
六
休
制
が
は
じ
ま
る

国
分
海
浜
公
園
が
完
成
す
る

上
野
原
テ
ク
ノ
パ

ー
ク
に
ハ
イ
テ
ク
展
望
台
が
完
成
す

る国
分
市
市
民
プ
ー
ル
公
園
が
完
成
す
る

国
分
市
と
姶
良
地
区

―一

農
協
が
合
併
し
、
「
J

A
あ

い
ら
」
が
発
足
す
る

日本専売公社国分出張所が廃止される

国分観光農薗がオープンする

ローカルエネルギー館が開館する

岩坂工業団地に工場が進出しはじめる

国分青年会議所が発足する

九 九
九 八

゜
九

悶
/＇ ¥ 

るバ を親皇四
ブ ゴ王御年
Jレ 平が逝一
経

L成即位去゜七月
済
の とさ皇日
崩 改れ太
壊 め新子昭
始 る元仁明和
ま 号天
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・錦江湾奥に赤潮が大発生、養殖魚七一万匹余が

十月国勢調査が実施される。国分市人口が五0、0
四五人

九月国分市制四十周年を記念して「NHKのど自

慢」が全国放送される

月

平

二月市の花「ハナタバコ」「コスモス」が決まる
悶
七

九
九
五

二月市制四十周年の記念式典が行われる

九
九
五

月

生地起地神阪
す下こ震
る鉄るが・
サ 襲淡
リ し：誓
ン

貫 大を災直
が 害下
発 が型

八月国分北公園が開設される

成

悶
ノ＇‘ 

九
九
四
五月「義久の朱印状」を市の文化財に指定する

七月松木簡易郵便局が開局する

九
九
四

月

府米
は不

緊急 足が

輸入 深刻

をと
すな
るり
政

•黒石岳森林公園整備事業が着工される

時

八月八・六水害、鹿児島市周辺に大災害が起こる

九月台風十三号鹿児島県を縦断し、県内各地で被害

が広がる

八月八・一水害、国分・姶良地区に大災害が起こ

り、国分市や隼人町などに災害救助法が適用さ

れる

九
九

なと 長雨 異常羹
るの
被
宰ロ k ァ
が よ

塁る

最塁
悪・

三月国分中央町郵便局が開局する

代

孟
五

九
九

十一月山口誓子の句碑が城山公園に建立される

一月市役所職員の完全週休制がはじまる

設される

年

四月鹿児島頭脳センターが上野原テクノパークに開

表

孟年
四 号

九 西

む暦

郷土の動き（政治・経済・社会・文化）

三月第一回国分テクノマラソンが実施される

三月自動車専用の隼人道路が開通する

九 西

在暦

九
月
中

t悶央
の
週 の
五
日 動
制
が き
は
じ

866 



年表

平成 時 代

平成 成平 平成

〇 九 八

九 九 九
九 九 九
八 七 六

六七 五 五四四四三 一九九四三三
月月 月 月月月月月 月月 月月月月月月 月月

oo出 住上 る南国国青 oo地県運めシ東国!! 日西正一国都死
水 集野 日分分葉 震 北動るビ九分 地覚部 盆人 市滅
盆市 落原 本商 警 小盆-西公 ッi 塁環 区寺が ガす
で遺 で 新エ察学 部園 ク 境コ公完スる

土土 跡日 聞会署校土 で陸 セI 腐 ミ園成ク火
誌し 石 が本 開議がかゃ誌... 震上 ン に二がすリ入
流 発最 発所新開上， 度競 タ -, テ開る lれ
；災 見古 セが築校 五技 lの >イ設 ン式
を害 さ・ ン発移す9 強場 がエ 広さ セが
発 が れ最 夕足転るe のを 完事が 場れ ン 行
刊起 る大 lすす 地全成が開がる 夕わ
すこ 級 とるる 震天し着所を開 lれ
るる の の を が候 ‘工す ニ設設 ＾る
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縄 立 発起型新さるけさ 下
文 地 刊こに庁れるれ 水
早 協 する改舎る る 処
期 定る＾修で 理
前 が 県す執 施
葉 成 北る務 設
の 立 西を -
定 す 部始 の

九
九
/＇ ¥ 

十

月
る使ペ
公ル
邸 l
人で

質閂 日

が翌［ 閃


